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に立つ語､及び 目的語 といわれてきている語の三要素の関わ りをみてい く｡論を進めるに
あたって､述語動詞 を除く､二つの要素を便宜上名詞項 と呼ぶ こ ととす る｡
日本語の自動詞文､他動詞文における､動詞 と名詞項の組み合せ には､動詞の性質や名
詞項の性質の違いによって､中国語話者にはなじまないものがある｡




文主語 有生物 無生物 有生物
無生物目的語 碑 琵淵 有生物 無生物 有生物 無生
物A B C D E F上表か ら各々の名詞項 との組み合せは次のよ うにリス トアッ
プできる｡自動詞文 :A 有生物主語
+自動詞B 無生物主語他動詞文 :C有 有生物 目的語+他動詞
D 有生物主語+無生物 目的語+他動詞
E 無生物主語ヰ 有生物 目的語+他動詞
F 無生物主語十無生物 目的語+他動詞さらに､それぞれの 自動詞､他動詞は
､単に主語の動作､行為或いは蕗用､変化であるとか､その動作､行為などが､他に影響





A 有生物主語+自動詞 (以下有生物主語を有生主語 と称す)




例(a) 状態変化 然る､騒 ぐ泣 く迷 う




壊れる､破開 く､乾川 空間変化 自
力 倒港
飛れる､ちぶlー▲二㌢:.. .:i-l.1▼小◆∫→■′ :,Jut,=';.:舘 膏,A.､JrLl'叫:芋.':.､-.I･.I;1-～.;- .rt7.,r き ;木 予I,〟;∫:{:.
る .潮 澤また､これ らの組み合せに
よる表現には､以下のようなものが挙げられる｡(a)有生主語の状態変化を
表す 自動詞文0いつもお しゃべ りのあの人が今 日は黙っていてなにも言わないO(1
)○運動場で子供達が騒いでいる｡
○いつまでも泣いていないでお然 りなさい｡どの辞書を買










○気 をつけない と､崖の上か ら落ちるよ｡
○皆は明 日午前八時に､東京駅南 口に集 まる｡














△今 日のパーティではごちそ うがた くさん地
目)の無生物が主語になる文は､無生物そのものが､外からのカ な しに､自らその動作､
行為を行 うとい うこと枚､論理的に性成 り立たない｡ しか し､Oの文において､問題 とさ
れるのは動作､行為 をさせたものが存在す るか､ しないかではな く､動作を行 うのは､無
生物そのものであって､自らによる空間的な変化である｡そ して､上のOの文 と比較すれ
ば明 らかであるよ うに､△の文の動作行為が行われるプロセスは､外からの力に頼 らなけ
(2)例文の頭に付けている△印は中国語話者にはなじまない日本語文O (以下同)
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C 有生主語+有生物 目的語+他動詞 (以下有生物 目的語を有生 目的語 と称す)
D 有生主語+無生物 目的語 +他動詞 (以下無生物 目的語 を無生 目的語 と称す)
主語である動作主は､動作､行為或いは作用､変化の主体であるが､その主語 自身におけ
る状態変化が 目的語-及ぶ影響は､次のように分類できよう｡
C 有生主語の変化 有生目的語-の影響 動
詞例(a) 状態変化 無変化 見る､捜
す､誉める(C) 状態琴氏 他力 殺
す ､守る負かす･i_､1;._,.;､:.;J.:;-､立て●-:.pt. 日.Jモー̀lN.:lt.;I.
I.Iー-.Ee1
空 間変化 他力 返す､入れる､上げI.I1.㌔.I
pトミ I.%,.E.;■モ約一:.暮!,:.hlr.zJ.;yLl:-払な:.ち.Y:l粥,.:i,～.:4.盗塁霊を還





間変化 返す､入れる､他力 置く飛ばす上げまた､それ らの組
み合せによる表現には､以下のようなものが挙げられる｡(3)中国語の口語には
､無生主語が他力による空間変化を表す 自動詞文 と思われるような表現､例えば 【
批子好餓去著者噂等率7没 ?】 (お腹がすいたな､卿 ､るかどうか､見て くれ｡)､
【老板､卿 許容収｡】 (社長､呼物力亨彬 お受け放りください｡)などがあるが これ ら






○この景色を畳互 と故姉が思い出 され るo
O彼はアパー トを捜 しているO














響 を及ぼ している｡ しか し､0文の 目的語における状態変化のプ ロセスは､すべて他力に
よる変化であるO一方､△文の目的語における状態変化は､他力 (動作主か ら)を受けて























































論理的に考えれば､無生物そのものが､ 自ら動作を行った り､作用をす るということは
あ りえないが､ しか し､ E､ Fの無生物の主語には､そのもの 自体は無生物であっても､
目的語である有生物に､生理的､心理的状態に､或いは 目的語の無生物の状態に､十分影
響が与えられ るよ うな状態 (つまり､行為､作用などを行 うよ うな動作主 として考えても
無琴のないよ うな性質)が備わっておれば文 として成 り立つ表現である｡
中国語話者 にみ られる使用償向








(2) P 278 及 びP 279 の△文で明 らかであるように､有生物 である主語が有生物であ
る目的語に作用を及ぼ し､その結果､ 目的語である有生物が 自力によって状態の変化を

















【受け身助詞+ (有生動作主)+空間変化を表す他動詞+無生 目的語 】
中国語の表現形式における下線部分は､ここで問題 としている 日本語表現における無生
主語 にあたるものである｡
中国語の無生主語が 自力によって､空間変化を表す 自動詞文は､ 日本語の場合と同 じ認
識に立った表現形式をとる(4) (P276･に挙例)が､無生主語が他力で空間変化を表す 自
動詞文は このよ うに日本語の場合 とは認識 を異にした表現形式 を とる｡
中国語にお ける表現形式の具体例は､次のようである｡
①状態表現
(4) 無生主語が 自力によって､空間変化を表す 自動詞文は､日本語 と中国語は同 じ認識に立












-○今 日のパーティで紘ごちそ うがた くさんあった.











△今 日のパーティではごちそ うがた くさん出たO




















全に無視 され ていて､空間的移動の鹿央により､ ものが存在す るとい う状態性が強め
られている｡













【有生主語 +使役他動詞(5) +有生日的欝 +変化を表す 自動詞】


























(6) 有生 目的語が他力によって､状態､空間変化を表す他動詞文は､日本語 と中国語は同 じ
認識に立った表現形式を取 り､日本語では､ r有生主語+有生 目的語 +状億､空間変化
を表す他動詞j ､中国語では､ 【有生主語+状態､空間変化を表す他動詞+有生 目的語】










































記二つの使用僚向 く自動表現,使役表現)か ら､次のようなこ とが分かる｡
ユ ①の中国語話者にみ られるこの場合の自動表現は､ここで問題 となっている文の有生
動作主が､直接に有生 目的語に動作､行為の働きかけをす る他動性が無祝 され､単な
る二つの因果関係 を表す単文のつなが りの表現 とす ること｡
2 中国語話者にみ られるこの場合の⑳使役表現では､使役 を表す要秦 (～サセル)を自
動詞に付 け加 え､ 目的語 自らの動作､行為の上に､動作主の使役性が加わった表現 と
す ること｡
3 日本語における有生 目的語が 自らで状態変化､空間変化を表す他動詞表現は中国語で
































































〇人を じろ じろ星旦 のは失礼です｡
【老対着入着､是不礼象的｡】
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